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屋根・天井、外壁・基礎壁、及び床等の外皮の熱貫流率Ｕは面積１㎡当たりの値ですが、土間床等の
外周部の線熱貫流率ψは、周長１ｍ（水平長さ）当たりの値を算出します。したがって、熱損失量を
計算するときは、線熱貫流率ψに長さを乗じて求めます。

土間床等の外周部の線熱貫流率ψは、以下により求めることができます。

①基礎形状によらない値を用いる方法
②定常二次元伝熱計算により算出した代表的な仕様の計算の値を用いる方法
③土間床等の外周部の線熱貫流率の算出プログラムにより計算する方法

なお、従来の「土間床等の外周部の熱損失及び基礎壁の熱損失を一体として評価する方法」は、当面の間、
用いることができます。

土間床等の外周部の線熱貫流率は、当該基礎形状や断熱材の有無、施工位置によらず土間床上端と地
盤面の高さの差に応じた表 2.2.4.1、表 2.2.4.2 に定める値とします。地盤面は、設計地盤面又は建
築基準法における地盤面とします。ただし、図 2.2.4.3 のように敷地内の基礎近傍に崖等がある場合は、
表 2.2.4.3 に定める値とします。この方法は、基礎の断熱材の有無、厚さに関係なく表に示した線熱
貫流率になります。

（ 1）土間床上端が地盤面と同じか高い場合の
　　　　　　　　　　　　　　　　土間床等の外周部の線熱貫流率

図 2.2.4.1 土間床上端が地盤面と同じか高い場合の土間床上端と地盤面の高さの差

土間床等の外周部の線熱貫流率4

基礎形状によらない値を用いる方法4 . 1

表 2.2.4.1 土間床上端が地盤面と同じか高い場合の土間床等の外周部の線熱貫流率

土間床上端と地盤面の高さの差［m］ 土間床等の外周部の線熱貫流率［W/（m・K）］

問わない 0.99

第 2 部 ｜ 標準計算ルートによる外皮性能の評価方法
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（2）土間床上端が地盤面より低い場合の土間床等の外周部の線熱貫流率

図 2.2.4.2 土間床上端が地盤面より低い場合の土間床上端と地盤面の高さの差

表 2.2.4.2 土間床上端が地盤面より低い場合の土間床等の外周部の線熱貫流率

土間床上端と地盤面の高さの差［m］ 土間床等の外周部の線熱貫流率［W/（m・K）］

0.05 以下 0.98

0.05 超過 0.50 以下 1.47

0.50 超過 1.00 以下 1.70

1.00 超過 2.00 以下 1.95

2.00 超過 5.00 以下 2.43

5.00 超過 3.24

（3）土間床上端と崖の底部の差が１m以上の土間床等の外周部の線熱貫流率

表 2.2.4.3 土間床上端と崖の底部の差が１m 以上の土間床等の外周部の線熱貫流率

土間床上端と崖の底部の差［m］ 土間床等の外周部の線熱貫流率［W/（m・K）］

１以上 1.58

図 2.2.4.3 土間床上端と崖の底部の差が１m 以上の場合
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（１）と（２）は、Web アプリ「土間床等の外周部の線熱貫流率の算出プログラム」を用いて、土間
床等の外周部の代表的な仕様について線熱貫流率を用いて計算した例です。下記の適用範囲を満たす
場合、この値を使うことができます。

　

（1）内側断熱・ベタ基礎の場合
a. 基礎壁の幅：120mm 以上

b. 根入れ深さ：300mm 以下

c. 土間床上端が地盤面と同じか高い場合に限る

d. 以下は問いません

　・基礎壁の高さ

　・土間床スラブの厚さ

　・ハンチ部の幅

　

なお、断熱材 B が無い場合、又は断熱材 B の熱抵抗Ｒが 1.0 未満の場合は、この表により基礎の線熱
貫流率を求めることはできません。

図 2.2.4.4 内側断熱・ベタ基礎

定常ニ次元伝熱計算により算出した代表的な仕様の計算の値を用いる方法4 . 2

表 2.2.4.4 内側断熱・ベタ基礎の場合の土間床等の外周部の線熱貫流率ψ［W/(m・K)］の計算例表

断熱材 Aの長さ (mm) 300
未満 300 以上 450 未満 450 以上 900 未満 900 以上 3060 未満

断熱材 Aの熱抵抗Ｒ
［㎡・K/W］

無
断
熱
及
び
1.
0
未
満

1.
0
以
上
2.
0
未
満

2.
0
以
上
3.
0
未
満

3.
0
以
上
4.
0
未
満

4.
0
以
上
5.
0
未
満

5.
0
以
上
10
.0
以
下

1.
0
以
上
2.
0
未
満

2.
0
以
上
3.
0
未
満

3.
0
以
上
4.
0
未
満

4.
0
以
上
5.
0
未
満

5.
0
以
上
10
.0
以
下

1.
0
以
上
2.
0
未
満

2.
0
以
上
3.
0
未
満

3.
0
以
上
4.
0
未
満

4.
0
以
上
5.
0
未
満

5.
0
以
上
10
.0
以
下

断
熱
材
B
の
熱
抵
抗

Ｒ
［

㎡
・

K/
W

］

1.0 以上 2.0 未満 1.05 0.80 0.76 0.75 0.74 0.73 0.73 0.68 0.66 0.65 0.64 0.62 0.55 0.51 0.49 0.47

2.0 以上 3.0 未満 1.04 0.80 0.77 0.76 0.75 0.74 0.73 0.69 0.67 0.66 0.65 0.62 0.55 0.52 0.50 0.48

3.0 以上 4.0 未満 1.01 0.80 0.77 0.76 0.75 0.75 0.73 0.69 0.67 0.66 0.65 0.62 0.55 0.52 0.50 0.49

4.0 以上 5.0 未満 0.99 0.79 0.77 0.76 0.75 0.75 0.72 0.69 0.67 0.66 0.66 0.62 0.55 0.52 0.50 0.49

5.0 以上 10.0 以下 0.96 0.79 0.77 0.76 0.75 0.75 0.72 0.69 0.67 0.66 0.66 0.61 0.55 0.52 0.50 0.49

第 2 部 ｜ 標準計算ルートによる外皮性能の評価方法
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（2）外側断熱・布基礎の場合
a. 基礎壁の幅：120mm 以上

b. 根入れ深さ：500mm 以上

c. 土間床上端が地盤面と同じか高い場合に限る

d. 以下は問いません

　・基礎壁の高さ

　・土間床スラブの厚さ

　・底盤の幅・厚さ

なお、断熱材 D が無い場合、又は断熱材 D の熱抵抗Ｒが 1.0 未満の場合は、この表により基礎の線熱
貫流率を求めることはできません。

表 2.2.4.5 外側断熱・布基礎の場合の土間床等の外周部の線熱貫流率ψ［W/(m・K)］の計算例表

断熱材 Cの長さ�(mm) 3 0 0
未満 300 以上 450 未満 450 以上 900 未満 900 以上 3060 未満

断熱材 Cの熱抵抗Ｒ
［㎡・K/W］

無
断
熱
及
び
1.
0
未
満

1.
0
以
上
2.
0
未
満

2.
0
以
上
3.
0
未
満

3.
0
以
上
4.
0
未
満

4.
0
以
上
5.
0
未
満

5.
0
以
上
10
.0
以
下

1.
0
以
上
2.
0
未
満

2.
0
以
上
3.
0
未
満

3.
0
以
上
4.
0
未
満

4.
0
以
上
5.
0
未
満

5.
0
以
上
10
.0
以
下

1.
0
以
上
2.
0
未
満

2.
0
以
上
3.
0
未
満

3.
0
以
上
4.
0
未
満

4.
0
以
上
5.
0
未
満

5.
0
以
上
10
.0
以
下

断
熱
材
D
の
熱
抵
抗

Ｒ
［

㎡
・

K/
W

］

1.0 以上 2.0 未満 0.61 0.55 0.54 0.53 0.52 0.51 0.53 0.52 0.50 0.49 0.48 0.49 0.46 0.44 0.43 0.41

2.0 以上 3.0 未満 0.55 0.52 0.51 0.50 0.50 0.49 0.50 0.49 0.48 0.47 0.47 0.47 0.44 0.43 0.42 0.41

3.0 以上 4.0 未満 0.53 0.49 0.49 0.48 0.48 0.47 0.48 0.47 0.46 0.46 0.45 0.45 0.43 0.42 0.41 0.40

4.0 以上 5.0 未満 0.51 0.48 0.47 0.47 0.46 0.46 0.47 0.46 0.45 0.45 0.44 0.44 0.42 0.40 0.40 0.39

5.0 以上 10.0 以下 0.49 0.47 0.46 0.46 0.45 0.45 0.45 0.44 0.44 0.43 0.43 0.42 0.41 0.40 0.39 0.38

図 2.2.4.5 外側断熱・布基礎

この計算プログラムは住宅に関する省エネルギー基準に準拠したプログラム（Web プログラム）から
利用できますが、任意評定の取得が必要です。

算出プログラムにより計算する方法4 . 3

図 2.2.4.6 「土間床等の外周部の線熱貫流率の算出プログラム」の Web サイトの画面
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現行の土間床等の外周部の線熱貫流率
（ψ）には土間床等の外周部の熱損失のみ
含まれます。従来含まれていた地盤面から
400mm までの基礎の外壁部分の熱損失は
含みません。

従来は基礎の高さから 400mm を減じた残
りの部分（400mmより高い部分）について、
外壁と同じように熱貫流率を計算していま
したが、現行の評価方法は、基礎の高さに
関わらず全て外壁と同じように熱貫流率を
計算して評価します。

図 2.2.4.8 現行の評価方法

（ 1）従来の評価方法と現行の評価方法
基礎断熱の場合の基礎及び土間床等の外周部の熱損失の評価方法が、2021 年 4 月から変更になりま
した。従来の評価方法では土間床等の外周部の熱損失と基礎の熱損失（ただし立上がり高さ 400mm
まで）を一体として評価していましたが、現行の評価方法は、土間床等の外周部の熱損失と基礎の熱
損失は別々に評価します。

なお、従来の「土間床等の外周部の熱損失及び基礎壁の熱損失を一体として評価する方法」は、当面の間、
用いることができます。

従来の評価方法

現行の評価方法（本書で解説）

図 2.2.4.7 従来の評価方法

土間床等の外周部の線熱貫流率（ψ）には
土間床等の外周部の熱損失に加え、地盤面
から 400mm までの基礎の外壁部分の熱損
失を含みます。

基礎の高さが地盤面から 400mm よりも大
の場合は、基礎の高さから 400mm を減じ
た残りの部分（400mm より高い部分）に
ついて、外壁と同じように熱貫流率を計算
します。

従来の基礎及び土間床等の外周部の熱損失の評価方法4 . 4

第 2 部 ｜ 標準計算ルートによる外皮性能の評価方法
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１）一般的な基礎断熱（GL+400 ｍｍ以下の場合）
基礎天端から上側が外皮面積算出寸法となり、外壁の面
積を求めます。

２） 基礎高さがGL+400 ｍｍを超える場合
基礎高さが GL+400 ｍｍを超える場合は、GL+400 ｍｍ
から上側が外皮面積算出寸法となります。この場合、外
壁部分と基礎壁部分は熱貫流率が異なりますので、外壁
の面積と基礎壁の面積を別々に算出します。基礎壁につ
いては、外壁同様、熱貫流率も算出します。

３）土間部全面に断熱材を施工する場合
　 （GL+400 ｍｍ以下の場合）
土間全面に断熱材を施工する場合は、床断熱とみなし、
土間天端から上側が外皮面積算出寸法となります。この
場合、土間天端から基礎天端までの部分を、外皮面積の
合計（Σ A）に算入しますが、面積が小さいので図 2.2.4.10
の基礎壁の計算とは異なり貫流熱損失の計算には加算し
なくても構いません。

断熱材

（2）従来の評価方法における外皮面積
外皮面積（外壁や基礎壁の面積）は、基礎高さが GL+400 ｍｍ以下、又は GL+400 ｍｍ超によって
異なります。

図 2.2.4.9 GL+400mm 以下の場合

図 2.2.4.10 GL+400mm 超の場合

図 2.2.4.11 土間部全面に断熱する場合
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４）玄関土間（GL+400 ｍｍ以下の場合）
玄関土間等の部分は簡略化のために、図 2.2.4.12（a）のように、基礎天端から上側の「外皮面積算
出寸法Ａ」、もしくは床仕上面から上側の「外皮面積算出寸法Ｂ」の、いずれを用いても構いません。
また、図 2.2.4.12（b）のように、土間部全面に断熱材を施工する場合は、土間天端から上側の「外
皮面積算出寸法Ｃ」を用いることもできます。

５）地下室
図 2.2.4.13（a）のように地下室などの地盤面下で土中にある壁は、外皮面積に算入しません。ただし、
図 2.2.4.13（b）ドライエリア（空堀）に面する壁は、地上階と同様に算出します。

　　　　　　　　　　　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｂ）　　　　　　　　
図 2.2.4.12 玄関土間部分の外皮面積

　　　　　　　　　　　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｂ）　　　　　　　　
図 2.2.4.13 地下室の外皮面積

第 2 部 ｜ 標準計算ルートによる外皮性能の評価方法
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（3）従来の評価方法における基礎の計算式

１）基礎の計算式のポイント
① 基礎の線熱貫流率ψの計算方法には、①詳細計算法、②簡略計算法　の２つがあります。
② 詳細計算法は指数を用いた式（関数電卓が必要）ですが、簡略計算法は四則演算なので容易に

計算できます。それぞれ基礎深さ（下図のＨ2　寸法）が１ｍ以内と１m を超える場合の計算式
があります。

③ 詳細計算法と簡略計算法のいずれの場合も、基礎高さ（基礎天端）が GL+400 ｍｍ以下の部
分に適用されます。GL+400 ｍｍを超える部分は、この計算式によらず、基礎壁の熱貫流率
を計算します。

④ 詳細計算法と簡略計算法のいずれの場合も、線熱貫流率ψが 0.05［W/(m･K）］未満の場合は
0.05 とします。

⑤ 無断熱の場合の線熱貫流率ψは、1.8［W/(m･K）］とします。
⑥ 計算をしない場合の線熱貫流率ψも、1.8［W/(m･K）］とします。

２）水平方向に断熱がない場合
① 詳細計算法

・基礎深さが１ｍ以内の場合：
　　ψ＝ 1.80 － 1.36｛Ｒ1　×（Ｈ1＋Ｗ　1　）＋Ｒ4　（Ｈ1－Ｈ2　）}0.15　　　　　　　　　　

・基礎深さが１ｍを超える場合：
　　（Ｒ1　＋Ｒ4　）≧ 3 のとき　　　　　ψ＝ 1.80 － 1.47（Ｒ1　＋Ｒ4　）0.08　　
　　（Ｒ1　＋Ｒ4　）＜ 3 のとき　　　　　ψ＝ 1.80 － 1.36（Ｒ1　＋Ｒ4　）0.15　　

② 簡略計算法
・基礎深さが１ｍ以内の場合
　　（Ｒ1　＋Ｒ4　）≧ 3 のとき　　　　　ψ＝ 0.76 － 0.05（Ｒ1　＋Ｒ4　）
　　3 ＞（Ｒ1　＋Ｒ4　）≧ 0.1 のとき　  ψ＝ 1.30 － 0.23（Ｒ1　＋Ｒ4　）
　　0.1 ＞（Ｒ1　＋Ｒ4　）のとき　　　　ψ＝ 1.80

・基礎深さが１ｍを超える場合
　　（Ｒ1　＋Ｒ4　）≧ 2 のとき　　　　　ψ＝ 0.36 － 0.03（Ｒ1　＋Ｒ4　）　　　
　　（Ｒ1　＋Ｒ4　）＜ 2 のとき　　　　　ψ＝ 1.80 － 0.75（Ｒ1　＋Ｒ4　）　　　

Ｈ2　は、マイナスの
値とします。
したがって左図で、
Ｈ1　＝ 400、
Ｈ2　＝ 100 の場合は、
Ｈ1　－Ｈ2　＝ 500
となります。

R１

R１ R4

Ｈ
１

Ｈ
2

R4

W
１

図 2.2.4.14 水平方向に断熱がない基礎
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３）水平方向に断熱がある場合
① 詳細計算法

・基礎深さが１ｍ以内の場合
　　ψ＝ 1.80 － 1.36｛Ｒ1　（Ｈ1　＋Ｗ1　）＋Ｒ4　 （Ｈ1　－Ｈ2　）}0.15

　　　　　　　　　　　              　－ 0.01 （6.14 －Ｒ1　）｛（Ｒ2　＋ 0.5Ｒ3　）Ｗ }0.5

・基礎深さが１ｍを超える場合
　　（Ｒ1　＋Ｒ4　）≧ 3 のとき　　　　  ψ＝ 1.80 － 1.47（Ｒ1　＋Ｒ4　）0.08　　
　　（Ｒ1　＋Ｒ4　）＜ 3 のとき　　　　  ψ＝ 1.80 － 1.36（Ｒ1　＋Ｒ4　）0.15　　

② 簡略計算法
・基礎深さが１ｍ以内の場合
　　（Ｒ1　＋Ｒ4　）≧ 3 のとき　　　     ψ＝ 0.76 － 0.05（Ｒ1　＋Ｒ4　）－ 0.1（Ｒ2　＋ 0.5Ｒ3　）Ｗ
　　3 ＞（Ｒ1　＋Ｒ4　）≧ 0.1 のとき　 ψ＝ 1.30 － 0.23（Ｒ1　＋Ｒ4　）－ 0.1（Ｒ2　＋ 0.5Ｒ3　）Ｗ
　　0.1 ＞（Ｒ1　＋Ｒ4　）のとき　　    ψ＝ 1.80 － 0.1（Ｒ2　＋ 0.5Ｒ3　）Ｗ　　　　　　　

・基礎深さが１ｍを超える場合
　　（Ｒ1　＋Ｒ4　）≧ 2 のとき　　　　  ψ＝ 0.36 － 0.03（Ｒ1　＋Ｒ4　）　　　
　　（Ｒ1　＋Ｒ4　）＜ 2 のとき　　　　  ψ＝ 1.80 － 0.75（Ｒ1　＋Ｒ4　）　　　

Ｒ1　：基礎等の立上り部分の室外側に設置した断熱材の熱抵抗［㎡･K/W］
Ｒ2　：基礎等の底盤部分等の室内側に設置した断熱材の熱抵抗［㎡･K/W］
Ｒ3　：基礎等の底盤部分等の室外側に設置した断熱材の熱抵抗［㎡･K/W］
Ｒ4　：基礎等の立上り部分の室内側に設置した断熱材の熱抵抗［㎡･K/W］
Ｈ1　：地盤面からの基礎等の寸法［m］（0.4 を超える場合は 0.4 とします。）
Ｈ2　：地盤面からの基礎等の底盤等上端までの寸法［m］。GL より下の場合は、マイナスの値とします。
Ｗ1　：地盤面より下の基礎等の立上り部分の室外側の断熱材の施工深さ［m］
Ｗ2　：基礎等の底盤部分等の室内側に設置した断熱材の水平方向の折返し寸法［m］
Ｗ3　：基礎等の底盤部分等の室外側に設置した断熱材の水平方向の折返し寸法［m］
Ｗ　：Ｗ2　及びＷ3　の寸法のうちいずれか大きい方の寸法。ただし 0.9 を超える場合は 0.9［m］とします。
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R１ R4

Ｈ
１

R2

R3

R2

R3

Ｈ
2

Ｗ
１

Ｗ2

Ｗ3図 2.2.4.15 水平方向に断熱がある基礎

第 2 部 ｜ 標準計算ルートによる外皮性能の評価方法
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第 2部

４）GL+400mmを超える部分
図 2.2.4.16 のように GL+400 ｍｍを超える部分は、この計算式によらず、基礎壁として熱貫流
率を求めます。この場合は、室内側の表面熱伝達抵抗Ｒiは 0.11［㎡･K/W］とします。なお、図
2.2.4.16 のいずれの場合も同様です。

図 2.2.4.16 GL+400mm 超の基礎
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